
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
四
日(

日)

、

第
六
十
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
が
、ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間

（
座
間
市
立
市
民
文
化
会
館
）
を
会

場
に
七
〇
〇
余
名
の
参
加
者
が
一
同

に
会
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、主
催
者
を
代
表
し
て
県

身
連
戸
井
田
会
長
、
神
奈
川
県
副
知

事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、地
元
座
間
市
の

遠
藤
市
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
、県
知
事
及
び
県
身
連
会
長
よ

り
、受
賞
者
に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

今
回
の
大
会
で
は
、式
典
終
了
後
に 

神
奈
川
工
科
大
学
の
小
川
喜

お
が
わ
よ
し

道 み
ち

教
授 

を
迎
え
、「
障
害
者
権
利
条
約
と
今
後

の
課
題
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
行

い
、盛
会
の
う
ち
終
了
い
た
し
ま
し
た

。 

次
回
開
催
地
は
、
相
模
原
市
で
す
。 
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神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
） 

○
自
立
更
生
者 

 
 

鈴
木

す

ず

き 

治
郎

じ

ろ

う

（
海
老
名
市
） 

○
更
生
援
護
功
労
者 

 
 

島
川

し
ま
か
わ 

智
子

と

も

こ

（
横
須
賀
市
） 

 
 

関 せ
き

尾 お 
 

温
あ
つ
し

（
横
須
賀
市
） 

 
 

宮
内

み
や
う
ち 

淑 よ
し

江 え

（
鎌
倉
市
） 

 
 

小
山

こ

や

ま 
恭
子

き
ょ
う
こ

（
秦
野
市
） 

 
 

畑
中

は
た
な
か 

靖 や
す

敏 と
し

（
厚
木
市
） 

 

 
 

県
身
連
会
長
表
彰
（
敬
称
略
） 

○
表
彰 

 
 

鷲
見

わ

し

み 

寿
子

ひ

さ

こ

（
藤
沢
市
） 

南
場

な

ん

ば 

厚
志

あ

つ

し

（
秦
野
市
） 

崎
原

さ
き
は
ら

キ
ミ
子

き

み

こ

（
厚
木
市
） 

 
 

堀
田

ほ

っ

た 
 

緑
み
ど
り

（
厚
木
市
） 

 
 

織
戸

お

り

と 

郁
子

い

く

こ

（
大
和
市
） 

 
 

古
賀

こ

が

テ
ル
ヨ

て

る

よ

（
海
老
名
市
） 

 
 

仁
科

に

し

な

の
ぶ
子 こ

（
海
老
名
市
） 

 
 

露
木

つ

ゆ

き 

悦
子

え

つ

こ

（
真
鶴
町
） 

○
感
謝
状 

 
 

磯 い
そ 

ミ
ユ
キ

み

ゆ

き

（
逗
子
市
） 

 
 

加
藤

か

と

う 

晴
美

は

る

み

（
平
塚
市
） 

   

(1) 第132号      身 障 か な が わ       平成27年10月15日 

写 真 

   (前文省略) 
一、 私たちは、条約理念に基づく障害関連のあらゆる分野が 
   着実に施行され、障害者の権利保障が図られるよう、働 
   きかけていきます。 
一、 私たちは、障害者や障害関係団体の意見が十分に反映さ 
   れた差別禁止条例の制定に向けた取り組みが進められる 
   よう、働きかけていきます。 
一、私たちは、障害者の防災対策や避難所における対応など、 
   災害時の障害者への支援体制の充実が図られるよう、働 
   きかけていきます。 
一、 私たちは、いつでもどこでも安心して暮らせる地域社会 
   を築くために、関係者との連携を強めながら、自らの力 
   を十分に発揮するよう努力します。 
 
 

大 会 宣 言 

第
六
十
一
回 

 

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会 

 

期
日 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
日(

日) 
 

会
場 

相
模
原
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 
 

 
  

 
 

 

 
 

(2) 第132号        身 障 か な が わ      平成27年10月15日 

 

 

 

 

 

 

 
 
障害者の人権や基本的自由の享有を確保し、障害者の固有の尊厳の尊重を促進するため、障害

者の権利の実現のための措置等を規定している国際条約。 

 

 
◇障害に基づくあらゆる差別（合理的配慮の否定を含む）の禁止 
◇障害者が社会に参加し、包容されることを促進 
◇条約の実施を監視する枠組みの設置  等 
 
 
 
●行政機関等及び事業者が、その事務・事業を行うに当たり、個々の場面において、障害者から 
 現に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の表明があった場合に、障害者の権利利益を 
 侵害することとならないよう、社会的障壁を除去するための必要かつ合理的な取組であり、そ
の実施に伴う負担が過重でないもの。 

●障害の特性や具体的場面・状況に応じて異なり、多様かつ個別性が高く、代替措置の選択も含
め、双方の建設的対話による相互理解を通じて、必要かつ合理的な範囲で、柔軟に対応がなさ
れるもの。さらに、技術の進展、社会情勢の変化等に応じて内容が変わりうるもの。 

 
 
 
 
 
【肢体不自由（車椅子使用者）】 

困難や特徴 合理的配慮の事例 
･座位のため、目の位置が低くなる。 
 

･車椅子使用者の目線に合わせて、ポスター 
を低めに掲示する。 
･車椅子使用者の目線に合わせて、商品を配 
置する。 

【視覚障害】 
困難や特徴 合理的配慮の事例 

･文字や絵など視覚から得られる情報の入手 
が困難。 

･広報誌を点字で印刷する。 
･点字の試験用紙を用意する。 
･パソコンに音声読み上げソフトを導入 
する。 
･研修等で、内容の理解度や伝達状況を 
確認しながら進行する。 

【聴覚障害】 
困難や特徴 合理的配慮の事例 

･音声情報の入手が困難。 
･会話のやりとりが困難。 
･障害のあることが他の人にわからない。 
 
 

･問合せや申込をファックスやメールなどでで 
きるようにする。 
･会議等で手話通訳や要約筆記を配置する。 
･テレビに字幕を入れる。 
･筆談用具や筆談ボードを配置する。 

【音声･言語障害】 
困難や特徴 合理的配慮の事例 

･会話のやりとりが困難。 
 

･聞き返したり、伝えたい内容を確 
認しながら会話する。 

 
 

障害者権利条約とは 

主な内容 

合理的配慮の基本的な考え方（一部紹介） 

各障害の困難や特徴における合理的配慮の事例 
（情報アクセス･コミュニケーション編） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
れ
た
悲
し
い
時
期
が
あ
っ
た
。
マ
グ
ロ

の
水
揚
げ
は
一
時
的
に
減
少
し
た
が
、
程

な
く
回
復
し
た
も
の
の
以
前
の
よ
う
な
好

景
気
は
望
め
ず
夢
物
語
と
な
っ
た
。 

 

行
政
は
、
「
三
崎
の
マ
グ
ロ
」
の
イ
メ

ー
ジ
を
保
ち
な
が
ら
観
光
事
業
等
に
力
を

入
れ
三
浦
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
諸
計
画

を
た
て
実
施
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の 

一
つ
に
、
城
ヶ
島

じ
ょ
う
が
し
ま

に
海
の
釣
堀
り
場
を
造 

り
、
「
手
ぶ
ら
で
来
て
、
海
釣
り
が
で
き

ま
す
。
釣
っ
た
魚
は
お
持
ち
帰
り
下
さ

い
。
」
と
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
開
設
以

来
、
日
も
浅
く
お
客
の
姿
は
少
な
い
が
、 

そ
の
う
ち
大
勢
の
人
々
が
来
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
二
に
、
「
三

浦
の
朝
市
」
で
知
名
度
は
高
く
、
毎
日
曜

日
早
朝
に
開
か
れ
横
須
賀
方
面
か
ら
も

車
で
来
る
人
達
が
押
し
寄
せ
、
明
る
い
事

業
で
長
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
た

い
。
三
浦
市
は
、
農
業
も
盛
ん
で
、
夏
は

ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
、
冬
は
三
浦
大
根
、
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
を
栽
培
し
京
浜
地
区
を
は
じ

め
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
浦
は
、
海
あ
り
丘
あ
り
、
風
光
明
媚
、

気
候
は
温
暖
、
東
京
、
横
浜
な
ど
に
も
近

く
、
と
て
も
住
み
よ
い
市
で
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。 

私
の
故
郷 

三
浦
市 

飯
島

い
い
じ
ま 

定
夫

さ

だ

お 

 
 

東
京
湾
の
入
り
口
に
大
き
い
房
総
半

島
と
対
峙
し
て
小
さ
い
半
島
が
あ
り
、
そ

の
先
端
部
分
が
私
の
故
郷
、
三
浦
市
で

す
。
面
積
は
三
十
二
平
方
キ
ロ
で
、
現
在

の
人
口
は
四
万
六
千
人
で
年
々
減
少
し

心
配
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

市
の
南
側
に
「
城
ヶ
島

じ
ょ
う
が
し
ま

」
が
あ
り
天 

然
の
防
波
堤
と
な
り
、
波
静
か
な 

三
崎
港
が
あ
り
ま
す
。
三
崎
港
は 

マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
が
東
洋
一
と
称 

さ
れ
マ
グ
ロ
を
満
載
し
た
漁
船
が 

水
揚
げ
順
番
を
待
つ
行
列
が
で
き
る

時
代
が
続
い
た
。
当
時
は
、
町
中
が

活
気
に
溢
れ
、
商
店
街
は
勿
論
、
狭

い
裏
通
り
に
も
バ
ー
や
飲
み
屋
が 

軒
を
連
ね
て
、
終
夜
営
業
の
賑
わ
い
が
続

い
た
と
か
。
当
時
の
様
子
を
歌
っ
た
唄
が

あ
る
。
「
三
崎
の
港
に
碇
は
い
ら
ぬ
シ
ャ

ミ
や
タ
イ
で
船
繋
ぐ
」
と
唄
わ
れ
た
。 

 

暫
く
続
い
た
好
景
気
の
な
か
、
米
国
の

水
爆
実
験
が
南
方
洋
上
の
「
ビ
キ
ニ
環 

礁
」
で
実
施
さ
れ
付
近
の
洋

上
で
操
業
中
の
三
崎
港
所

属
の
漁
船
が
被
爆
し
捕
獲

し
た
大
量
の
マ
グ
ロ
が
破
棄

協
会
の
歩
み
六
十
年 

厚
木
市 

開
沼

か
い
ぬ
ま 

ク
ミ
子

く

み

こ 

 

昭
和
三
十
年
二
月
厚
木
市
誕
生
に
よ

り
、
厚
木
市
愛
甲
身
体
障
害
者
協
会
が
、

厚
木
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
と
改
名

し
、
初
代
会
長
の
安
藤

あ
ん
ど
う

福ふ
く

太
郎

た

ろ

う

氏
は
、
昭

和
三
十
年
二
月
よ
り
昭
和
三
十
二
年
三

月
ま
で
協
会
の
拡
大
に
貢
献
し
職
務
を

遂
行
さ
れ
る
。
二
代
目
会
長
の
高
橋

た
か
は
し

太
郎

た

ろ

う

氏
は
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
よ
り
平
成
六

年
三
月
ま
で
三
十
六
年
間
会
長
と
し
て

職
務
に
就
き
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
よ
り

平
成
六
年
三
月
ま
で
神
奈
川
県
身
体
障

害
者
連
合
会
会
長
の
要
職
に
就
き
、
行
政

機
関
や
障
害
者
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
る
。 

三
代
目
会
長
の
林

は
や
し

祐ゆ
う

次
郎

じ

ろ

う

氏
は
、
平
成

六
年
四
月
よ
り
平
成
十
一
年
三
月
ま
で

五
年
間
会
長
と
し
て
協
会
の
福
祉
関
係

団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
協
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
。
四
代
目
会
長
の
金
子

か

ね

こ

孝た
か

吉よ
し

氏
は
、
平
成
十
一
年
四
月
よ
り
平
成
十
二

年
三
月
ま
で
会
長
に
就
任
し
、
林
会
長
の

後
継
者
と
し
て
協
会
の
正
常
化
に
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
五
代
目
会
長
の
小
島

こ

じ

ま

榮え
い

治じ

氏
は
、
平
成
十
二
年
四
月
よ
り
平
成
十
四

年
三
月
ま
で
会
長
に
就
任
し
た
が
病
の
為

会
長
職
を
辞
職
し
協
会
の
総
務
部
長
と 

 

し
て
協
力
し
再
び
平
成
十
六
年
四
月
よ

り
、
平
成
二
十
年
ま
で
会
長
と
し
て
活
躍 

さ
れ
た
。
六
代
目
会
長
の
石
井

い

し

い

剛
た
け
し

氏
は 

、
平
成
十
四
年
よ
り
平
成
十
六
年
三
月
ま

で
会
長
に
就
任
し
、
高
齢
の
為
会
長
職
を

辞
す
。
協
会
発
展
に
活
躍
さ
れ
る
。 

 

今
度
神
奈
川
県
身
連
六
十
周
年
に
あ

た
り
、
厚
木
市
も
協
会
も
同
じ
く
六
十
年

を
迎
え
ま
す
。 

表
彰
を
授
賞
さ
れ
た
方
々
で
す
。 

知
事
表
彰 

 

畑
中

は
た
な
か 

靖や
す

敏と
し 

様 

県
身
連
会
長
表
彰 

 

堀
田

ほ

っ

た 
 

緑
み
ど
り 

様 

 
 

 
 

 
 

崎
原

さ
き
は
ら

キ
ミ
子

き

み

こ 

様 

 

授
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

私
も
厚
木
市
身
障
協
会
の
会
長
と
し

て
七
年
が
経
ち
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の

お
力
添
え
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

         (3) 第132号         身 障 か な が わ         平成27年10月15日 

市町村のページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が
横
浜
横
須
賀
道
路
で
事
故
渋
滞
に

遭
い
、到
着
が
十
時
四
十
五
分
頃
に
な

り
ま
し
た
。全
車
が
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
に
到
着
し
た
時
、若
干
雨
が
降
っ
て

い
ま
し
た
。開
会
式
は
行
わ
ず
今
後
の

行
程
に
つ
い
て
事
務
局
と
バ
ス
運
転

手
と
協
議
し
た
結
果
、参
加
者
の
安
全

面
を
考
え
、雨
天
時
ル
ー
ト
に
変
更
し

ま
し
た
。十
一
時
頃
全
号
車
が
最
初
の

目
的
地
で
あ
る
、「
富
士
湧
水

ゆ

う

す

い

の
里
水

族
館
」
に
向
け
て
出
発
し
、
十
一
時
十

五
分
に
全
車
が
水
族
館
に
到
着
し
ま

し
た
。ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
水
族
館

へ
足
を
運
び
館
内
を
観
賞
し
て
い
ま

し
た
。
「
富
士
湧
水

ゆ

う

す

い

の
里
水
族
館
」
は

障
害
者
は
無
料
（
手
帳
持
参
）
で
館
内

も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、行
く
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

オ
ス
ス
メ
で
す
。そ
の
後
は
道
の
駅
富

士
吉
田
に
向
か
い
、昼
食
を
摂
り
ま
し

た
。道
の
駅
富
士
吉
田
付
近
に
は
様
々

な
施
設
が
あ
り
雨
が
強
く
な
け
れ
ば

見
て
回
り
た
い
ほ
ど
興
味
深
い
も
の

ば
か
り
で
し
た
。参
加
者
の
皆
さ
ん
は

大
き
な
お
土
産
袋
を
持
っ
て
店
か
ら

出
て
く
る
方
が
た
く
さ
ん
お
り
、道
の

駅
を
満
喫
し
て
お
り
ま
し
た
。 

十
三
時
三
十
分
に
全
車
が
道
の
駅

を
あ
と
に
し
、
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 

雨
で
中
止
富
士
登
山 

 
 

 
 

 

毎
年
開
催
し
て
い
ま 

す
身
体
障
害
者
富
士
登 

山
を
七
月
十
六
日
（
木
）

に
行
う
予
定
で
し
た
が
、雨
に
よ
り
富

士
登
山
は
行
わ
ず
、雨
天
時
の
コ
ー
ス

に
変
更
し
開
催
し
ま
し
た
。総
勢
百
三

十
九
名
、県
内
各
地
か
ら
バ
ス
四
台
で 

分
乗
し
、
集
合
場
所
で
あ
る
富
士
吉 

田
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
台
風
が
接
近
す
る
こ 

 
 

 

と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、進
路

を
変
え
逸
れ
た
為
、朝
の
内
は
雨

が
降
ら
ず
曇
り
空
で
し
た
。東
名

高
速
道
路
に
入
っ
て
ま
も
な
く
、

急
に
大
粒
の
雨
が
バ
ス
の
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
一
面
に
降
り
注
い
で
き

ま
し
た
。
少
し
時
間
が
経
つ
と
そ

の
雨
は
止
み
、
ま
た
少
し
経
つ
と

雨
が
降
り
、
そ
の
繰
り
返
し
の 

天
候
が
続
く
中
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

に
到
着
し
ま
し
た
。 

二
号
車
（
藤
沢･

茅
ヶ
崎･

平
塚･ 

大
磯･

二
宮･

小
田
原
）
、
三
号
車
（ 

大
和･

綾
瀬･

海
老
名･

秦
野･

中
井
）
、

五
号
車
（
相
模
原･

愛
川･

厚
木
）
は 

集
合
時
間
通
り
十
時
ま
で
に
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
が
、一

号
車
（
鎌
倉･

逗
子･

横
須
賀･

三
浦
） 

第
七
回
神
奈
川
県
障
害
者 

文
化
・
芸
術
祭 

 

今
年
度
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
十
二

月
十
二
日
～
十
三
日
に
か
け
て
、逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。 

 

こ
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
障
害
者
が

地
域
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
・
ダ
ン
ス

な
ど
の
発
表
と
書
道
・
写
真
・
絵
画
・

手
芸
な
ど
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。日

ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い
る
障
害
者
の

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、是
非
皆

さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

《
詳
細
》 

 

【
会
場
】 

 

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
さ
ざ
な
み
ホ
ー
ル
・ 

な
ぎ
さ
ホ
ー
ル 

 

逗
子
市
逗
子
四-

二-

一
〇 

※
入
場
は
無
料
で
す 

 

【
日
時
】 

 
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
六
時 

 

さ
ざ
な
み
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

十
一
時
か
ら
十
六
時 

  

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
五
時 

  
 

さ
ざ
な
み
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
五
時 

 

な
ぎ
さ
ホ
ー
ル 

 
 

十
二
時
か
ら
十
五
時 

 

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
さ
ざ
な
み
ホ
ー
ル
で

は
作
品
展
示
。 

 

な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
で
は
ダ
ン
ス
な
ど
の

発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 
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12/12(土) 12/13(日) 

文
化
芸
術
祭
で
は
、
出
演
・
出
展
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

出
演
・
出
展
に
関
す
る
問
合
せ
は
、 

神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

《
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
》 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五-

三
一
一-

八
七
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
五-

三
一
六-

六
八
六
〇 

【
申
込
期
限
】 

 

平
成
二
十
七
年 

十
月
二
十
八
日(

水)

ま
で 

事業案内・報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

際
の
ベ
ッ
ド
で
、戦
争
を
も
乗
り
越
え

た
で
あ
ろ
う
大
き
な
木
と
向
か
い
合

い
、そ
の
自
然
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て

自
分
と
闘
っ
て
い
ま
し
た
。「
絶
対
に

生
き
て
帰
ろ
う
」
と
四
ヶ
月
に
渡
る
長

期
入
院
中
、
今
度
は
薬
の
副
作
用
か
、

ま
さ
か
の
視
力
低
下
で
私
は
こ
の
ま

ま
失
明
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
く
ら
い
何
も
見
え
な
く
な
り
ま
し

た
。絶
望
と
い
う
崖
の
淵
に
立
た
さ
れ

、一
歩
間
違
え
ば
落
ち
て
し
ま
う
と
こ

ろ
で
し
た
。 

退
院
後
、
す
ぐ
に
北
里
大
学
病
院

へ
。手
術
は
病
巣
が
古
い
の
で
無
理
と

言
わ
れ
、絶
望
と
失
望
の
ど
ん
底
へ
落

ち
ま
し
た
。最
終
的
に
治
療
方
針
が
レ

ー
ザ
ー
治
療
で
病
気
の
進
行
を
止
め

る
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。二

年
間
、北
里
大
学
病
院
に
通
っ
て
痛
い

レ
ー
ザ
ー
治
療
に
耐
え
ま
し
た
。 

 

今
は
奇
跡
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
回

復
し
て
い
ま
す
。 

  
「
希
望
の
光
」 

相
模
原
市 

池
川

い
け
か
わ 

一
枝

か

ず

え 
 

や
っ
と
の
思
い
で
息
子
と
二
人
暮

ら
し
を
始
め
て
五
ヶ
月
目
の
出
来
事

で
す
。息
子
の
養
護
学
校
の
卒
業
式
も

無
事
に
終
わ
り
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
し
た

。ま
さ
か
結
核
に
感
染
し
て
い
る
と
は

こ
の
時
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

持
病
の
糖
尿
病
受
診
の
た
め
病
院

に
行
き
ま
し
た
。
眼
科
の
先
生
が
「
す

ぐ
に
大
き
な
病
院
で
手
術
し
た
方
が

良
い
」と
北
里
大
学
病
院
へ
の
紹
介
状

を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
と
同
時
に
、

結
核
感
染
の
疑
い
有
り
と
言
わ
れ
、検

査
の
結
果
、
ま
さ
か
の
結
核
に
感
染
し

て
い
ま
し
た
。
強
制
的
に
秦
野
に
あ
る

神
奈
川
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
完
全
隔
離
の
結
核
病
棟
、

昔
な
ら
生
き
て
病
院
か
ら
出
る
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
の
重
病
で
す
。や
っ

と
の
思
い
で
最
愛
の
息
子
と
親
子
水 

 

入
ら
ず
の
生
活
が
始
ま
っ

た
平
成
二
十
四
年
の
春

で
し
た
。
私
は
明
る
い
窓 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
奈
川
県
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会
の
活
動
紹
介 

視
力
部 

新
井

あ

ら

い 

修
身

お

さ

み 

 

当
協
会
で
は
、年
間
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
は
そ
の
中
の
一
つ
「
情
報
提

供
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
は
「
神
奈
川
県
視
覚
障

害
者
情
報
セ
ン
タ
ー『
神
奈
川
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
』
」
に
お
い
て
、
広
報
委
員
会

が
中
心
と
な
り
以
下
の
情
報
を
会
員

に
向
け
発
信
し
て
い
ま
す
。 

 

一
、
「
か
な
視
協
だ
よ
り
」
の
制
作

発
行
、
こ
の
広
報
誌
は
毎
月
会
員
個

人
に
点
字
、
活
字
、
Ｃ
Ｄ
（
音
声
版
）
、

メ
ー
ル
等
個
人
の
希
望
す
る
媒
体
で

送
付
す
る
と
共
に
七
沢
厚
生
ラ
イ
ト

ホ
ー
ム
に
も
配
信
し
て
い
る
。
こ
の

｢

か
な
視
協
だ
よ
り｣

の
主
な
内
容
と

し
て
は
、「
行
事
予
定
」「
お
知
ら
せ
」

「
会
務
報
告
」
「
各
部
コ
ー
ナ
ー
（
女

性
部
、
青
年
部
、
職
業
部
な
ど
か
ら
の

事
業
報
告
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介
な
ど
）
」 

 
二
、
情
報
メ
ー
ル
の
送
信
。
こ
れ
は

会
員
並
び
に
賛
助
会
員
に
対
し
、次
の

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
を
行
い
情

報
提
供
に
務
め
る
。
（
一
）
か
も
め
メ

ー
ル
、視
覚
障
害
者
に
関
す
る
情
報
を 

随
時
送
信
し
て
い
る
。
（
二
）
や
ま
ゆ 

り
メ
ー
ル
、神
奈
川
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か

ら
の
情
報
を
随
時
送
信
に
し
て
い
る

（
三
）
Ｊ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ス
、
当
協
会
の
上

部
団
体
日
本
盲
人
会
連
合
か
ら
の
情

報
を
月
曜
日
か
ら
の
情
報
を
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
送
信
。
（
四
）
情
報

メ
ー
ル
の
送
信
、
障
害
者
関
係
、
視
覚

障
害
者
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
（
福
祉
関

係
、
職
業
関
係
）
を
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
に
配
信
し
て
い
る
。 

 

三
、｢

愛
盲
時
報
」
の
送
付
、
年
四

回
日
盲
連
か
ら
送
ら
れ
て
く
る「
愛
盲

時
報
」
を
市
町
村
・
社
会
福
祉
協
議
会

や
眼
科
の
あ
る
病
院
等
関
係
各
所
二

百
ヵ
所
以
上
に
送
付
、
又
、
こ
れ
に
同

封
す
る
形
で
か
な
視
協
へ
の
入
会
の

勧
め「
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
送
付
し
、相
談
を
受
け
た
り
会
員
の

増
加
を
目
指
す
よ
う
に
し
て
い
る
。 

四
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
定
期
的
更
新

を
実
施
し
、常
に
新
鮮
な
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。 

五
、
防
災
演
習
の
実
施
、
九
月
一

日
、
一
月
十
七
日
、
三
月
十
一
日
の
年

三
回
メ
ー
ル
又
は
電
話
を
使
い
会
員

の
安
否
確
認
を
実
施
し 

て
い
る
。 
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み
ん
な
の
広
場 

 



 

 

 

 

 

 

一
、
周
囲
の
状
況
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど

情
報
の
入
手
と
把
握
。 

二
、
友
人
・
家
族
な
ど
周
囲
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。 

三
、
移
動
（
外
出
） 

こ
れ
ら
の
困
難
を
カ
バ
ー
で
き
る
の

が
「
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員
」

の
存
在
で
す
。
通
訳
・
介
助
員
は
㈠
、

盲
ろ
う
者
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
詳
細
は
下

記
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
下
さ
い
）
を
用
い

る
。
㈡
、
周
囲
の
状
況
を
伝
え
る
、
相

手
の
話
や
講
演
な
ど
の
内
容
を
通
訳 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

突
然
前
任
者
が
辞
表
を
出
し
た
と 

の
事
で
急
遽
編
集
委
員
の
大
役
を
仰 

せ
つ
か
り
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。編
集 

会
議
で
は
沢
山
の
意
見
、希
望
等
を
諸 

先
輩
か
ら
聞
き
私
も
仲
間
に
入
れ
て 

戴
き
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

私
が
障
害
者
に
な
っ
て
か
ら
早
い 

も
の
で
四
十
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。ま 

だ
、
リ
ハ
ビ
リ
と
言
う
言
葉
さ
え
無 

か
っ
た
時
代
で
新
宿
の
戸
山

と

や

ま

町
ち
ょ
う

に
あ 

る
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
お
弁
当
を
持
参 

で
の
歩
行
訓
練
、そ
し
て
鉄
道
弘
済
会 

で
義
足
作
り
、
こ
こ
で
も
歩
行
訓
練
、

自
由
に
歩
い
て
行
き
た
い
所
に
行
け

る
と
胸
が
と
き
め
き
嬉
し
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。障
害
者
と
な
っ
て
か

ら
寂
し
く
、
虚
し
く
、
辛
く
俯
い
て
過

ご
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ

を
乗
り
越
え
て
生
き
て
来
ら
れ
た
の

は
家
族
、
主
人
、
友
達
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

編
集
委
員 

岸
野

き

し

の 

暎
子

え

い

こ(

相
模
原
市) 
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編

集

室
か
ら 

盲
ろ
う
者
の
視
点 

神
奈
川
盲
ろ
う
者
ゆ
り
の
会 

 
会
長 
川
島

か
わ
し
ま 

朋 と
も

亮 あ
き 

 

盲
ろ
う
者
と
は
、
目
と
耳
両
方
に
障

害
を
併
せ
持
つ
人
を
言
い
、
わ
か
り
や

す
く
言
え
ば
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
よ
う

な
存
在
を
指
し
ま
す
。
盲
ろ
う
者
は
見

え
づ
ら
い
・
聞
こ
え
づ
ら
い
故
に
主
に

以
下
の
よ
う
な
困
難
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
、
周
囲
の
状
況
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
の 

す
る
。
㈢
、
外
出
の
際
に
移
動
を
介
助

し
た
り
し
て
盲
ろ
う
者
へ
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
盲
ろ
う

者
も
、
一
般
市
民
同
様
に
自
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
行
動
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
育
・
就
労
を

含
め
て
社
会
・
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

通
訳
・
介
助
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、
盲
ろ
う
者
及
び
家

族
の
求
め
る
合
理
的
配
慮
の
一
つ
で
あ

り
、
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。 

  

神
奈
川
盲
ろ
う
者
ゆ
り
の
会
ウ
ェ
ブ 
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<10月> 
 4日(日)  第60回県福祉大会 
      (ハーモニーホール座間) 
8日(木)  肢体部会役員会 
      (県社会福祉会館) 
10日(土)  全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会 
      (麻溝公園競技場ほか) 
10日(土)  全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会 
      (麻溝公園競技場ほか) 
13日(火)  社会参加推進協議会 
      (県社会福祉会館) 
20日(火)  身障かながわ編集委員会 
      (県社会福祉会館) 
24日(土)  肢体部会青年部野外活動 
      (横浜ワールドポーターズ屋上) 
24日(土)  第15回全国障害者スポーツ大会 
～26日(月) (和歌山県) 
 
<11月> 
11日(水)   肢体部会研修会 
～12日(木)  (伊豆潮風館) 
28日(土)  パラ駅伝inTOKYO2015 
～29日(日) （駒沢公園陸上競技場） 
29日(日)  肢体部会ダーツ大会 
      (藤沢太陽の家) 
<12月> 
12日(土)  障害者文化・芸術祭 
～13日(日)  (逗子文化プラザホール) 
13日(日)  肢体部会青年部クリスマスの集い 
      (藤沢市民会館第2展示ホール) 
 
 
 
 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６ 

           ０４５－３１１－８７４４ 
              [推進センター] 
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０ 
http://www32.ocn.ne.jp/~kanagawa_sinsho 

県身連事業予定 

http://kanagawa-db-yurinokai/

